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２岩手県のがん 最近の動向

contents

３岩手県がん検診と新型コロナの影響

５ 胃がん検診 コロナ禍の影響

４岩手県の胃がん検診 レントゲンと内視鏡 盛岡市胃がん検診

６ これから胃がん検診の課題 ピロリ菌

７ 85歳以上高齢者胃がん検診-韓国では推奨せず-岩手県では胃がん発見率高い

１ がん検診とは 2種類あります。
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集団検診 地域検診
費用は無料か少額
有効性が確立された検査
集団の死亡率を下げる

個人負担 検査は自由
料金は全額自己負担
個人の死亡率を下げる
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がん検診の最終目標

がんを症状発現前の早期に発見・治療し、

がんの死亡率を下げる

そのためには・・・

● 有効性が確立した方法

● 高い受診率

● 高い精度
令和3年度(公財)岩手県対がん協会 市町村検診担当管理職会議 5
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プロセス指標 対がん協会 2019年度

受診者数 要精検率
精検
受診率

がん
発見率

陽性反応的中度 ※2

岩手県対がん
協会

日がん
※4

胃がん検診 88,534 4.4 88.4 0.12 2.62 1.78

子宮頸がん※1 39,034 2.0 89.5
0.01
CIN3
0.14

0.39
CIN3 
6.98

6.65

乳がん検診 34,790 1.5 95.5 0.27 17.38 6.04

肺がん検診
（Ｘ線+喀
痰）

13,572 1.1 94.2 0.08 7.10 2.27

大腸がん検診 96,330 5.3 85.1 0.28 4.58 2.85

※1 子宮頸がん検診のがん発見数に上皮内癌は含まない ※2 陽性反応的中度＝がん発見数／要精検者数×100
※4 公益財団法人日本対がん協会H30年度 令和3年度(公財)岩手県対がん協会市町村検診担当管理職会議

0.23％≧ 2.5％≧

0.05≧ 4.0％≧

0.11≧ 1.0％≧

0.03％≧ 1.35≧

0.13％≧ 1.9％≧
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①利益と不利益

令和3年度(公財)岩手県対がん協会市町村検診担当管理職会議

メ リ ッ ト デ メ リ ッ ト

●早期発見・早期治療により命を
守る（がん死亡の減少）

• 体にやさしい
• 治る確率が高い
• 治療費が軽減

●検診ですべてのがんが
見つかるわけではない（偽陰性）

• 画像等の検査で見つけにくい形や
場所に発生する場合

• 進行が速いがん

●検診で「異常なし」と
確認ができ安心

●がんがなくても、
検診の結果が「要精密検査」
となる場合がある（偽陽性）
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5年 10年 生存率
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【当協会】事業年報、事業報告（平成15~19年度予後調査）：実測生存率
※国立がん研究センタ－(令和3年4月公表資料)：相対生存率
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岩手県 全国

全がん・検診部位の最近の罹患率
※上皮内がんを含む

（人口10万人対の罹患数）

平成29年（2017）

（人口10万人対の罹患数）

平成29年（2015）推計値

〔岩手県がん登録〕 〔国立がん研究センターがん対策情報センター
全国がん罹患モニタリング集計〕

出典：「知識をもってがんと闘いましょう」
岩手県保健福祉部健康国保課

岩手県がん登録 運営委員会（岩手県医師会内）
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がん死亡減少に貢献

胃： バリウム210％のもの使用
大腸：便潜血反応 2日法 ネスコートHBオートcut off値 ＞150ng/ml
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岩手県対がん協会は岩手県で日本対がん協会
公認の唯一の機関です
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部位別がん死亡率 25年前と比較 岩手県男性
胃がん 食道がんが、低下 膵がん 大腸がんが増加
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部位別がん死亡率25年前と比較 岩手県女性
胃がん 肝がんは より低下 膵がん 大腸がんが増加
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岩手県対がん協会 がん検診
岩手県のがん検診 コロナの受診控えで
8-12％減少
コロナ前 20万人代
コロナ後20年17万人21年18万人

胃がんは12.6％受診者減少

令和3年度(公財)岩手県対がん協会市町村検診担当管理職
会議

20



１）国立がん研究センターの報告では 2020
年に新たにがんと診断された人は 19年と比較し
て6万人減ったと報告されており。1施設当たりの
減少割合は 4.6％の発見率の減少と報告して
いる。

２）岩手県の地域がん検診では この割合から
14人のがん発見が落ちていると推測される
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岩手県のがん検診受診率
市町村 あらゆる検診

胃がん検診 13.9％ 50.8％
肺がん検診 12.2％ 57.6％
大腸がん検診 12.5％ 49.4％
乳がん検診 25.7％ 50.4％
子宮頚がん検診 18.9％ 47.1％

がん検診受診率 50％が目標
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がん検診 R2年度前年比 岩手県受診者数

岩手県対がん協会 岩手県予防医学協会

11%down

4%down

10%down

20%down

20%down

■ R1
■ R2

■ R1
■ R2

79%down

6%up 6%up

61%down

14%down

胃がん検診 両協会で
コロナで16 ％減少
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がん検診（合計） 岩手県対がん協会
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がん検診（地域） 岩手県対がん協会
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がん検診 （職域） 岩手県対がん協会
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厚労省がHPVワクチン接種
2021.10/1 積極的勧奨

若年の子宮頸がんは7割が
4cm未満の初期病変
根治手術可能な一方妊孕性
喪失リスクある
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①ヒトパピローマウイルスワクチン接種
イギリスオーストラリアでは８０％接種

②20歳になったら子宮がん検診をうけること

ワクチン重篤な副反応 10万人中5人
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盛岡市胃がん検診の胃癌発見率（H27～R1）
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日本対がん協会 ニュース
https://www.jcancer.jp/news/12832

がんの早期発見を見逃すリスクが懸念されている。

●2020年に新たにがんと診断された人は 19年と比較して6万人
減ったとほうこくされており。1施設当たりの減少割合は 4.6％の
発見率の減少と報告している。

●岩手県の地域がん検診では この割合から 40人のがん発見が
落ちていると推測される。
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https://www.olympus.co.jp/csr/social/survey/2022/

新型コロナウイルス感染症が及ぼす胃・大腸がん検診受診意識への影響
に関する調査レポート2022

今回の調査では、①2021年度以前、②コロナ禍の2020～2021年度、③今年度（2022～2023年度）以降
の ３つの時間軸で、胃がん・大腸がん検診の受診動向と受診・未受診理由を問う調査を行っています。

対象 40歳代から60歳代までの全国14000人
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このままでは 自覚症状がないことで がん検診の
受診をしないで済むかの如く 考えが懸念されます。

現在の状況では 年間40人の胃がん患者が発見
できないでいる。
自覚症状がでてから 進行がんで発見される。

がん死亡率 進行がん治療のため 支払う医療費
の増大 が懸念されます。

コロナで受診者減少
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2017-2018
2020-2021

★ ★ p<0.05

2017+2018より2020+2021年の
胃がん検診者が有意に減少
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コロナ前 コロナ後 計

非がん件数 182076 160875 342951

発見癌数 270 196 466

計 182346 161071 343417

胃がん検診成績（2017～2018 VS 2020～2021）

Χ2検定の結果 有意差あり（ p = 0.036)

早期がん割合（2017～2018 VS 2020～2021）

Χ2検定の結果 有意差なし（ p = 0.271)

コロナ前 コロナ後 計

早期 188 127 315

進行 82 69 151

計 270 196 466

岩手県の地域胃がん検診

コロナ前と比較して2020/2021は胃がん発見数が有意に減少

早期がんの発見は有意差なし
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●2017年2018年の２年間と COVID19以降の2020年2021年
の2年間
2017-2018年の非がん件数182,076件 発見がん数270件に
対して2020-2021年非がん件数160,875件 発見がん数196件
比較検討した
P値は0.036（χ２検定）と有意差があり、発見がん数の減少が
みられた。

●2017-2018年の早期胃がん件数188件 進行胃がん82件で
2020-2021年は早期胃がん件数127件 進行胃がん67件であり、
早期胃がんの発見率には有意差がなかった。
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胃癌は15年後に希少疾患になる？
Amond M.etal gastroentelogy 2014 日本 5万人以下 USA20万人以下

国 2010 2035

高発症国 日本など 36人 30人

低発症国 オーストラリア 5.1 4.6

年齢調整率（10万人あたり/年）
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ピロリ菌存在で年率0.35％の胃がんのリスク
萎縮高度では 年率0.67％ 軽度で0.15％
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ピロリ菌の影響は胃粘膜のmiR34b/C・miR124-a-3のメチル化が発がんの関与
萎縮高度で腸上皮化生の粘膜はメチル化改善しないは 年率0.67％ 軽度で0.15％
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日本人の胃がんの原因は ほとんどが、ピロリ菌です。
ピロリ菌を除菌治療することで 胃がんの一次予防になります。

胃がんのリスクは年率0.35％で 増加します。
萎縮が高度になると 年率0.67％ で胃がんのリスクが増加します

miR(microRNAs)遺伝子miR34b/C・miR124-a-3のメチル化が
発がんに係る 一度腸上皮化生になると 元の粘膜に戻らない

より 早期の除菌が大切
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上部消化管造影バリウム検診で 萎縮ありの方で ピロリ菌未検査
のかたに 除菌治療を促す紹介状を作成しております。

正常胃 萎縮胃
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岩手県○○市の新成人ピロリ菌感率 ピロリ菌便中抗原の検査
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日本ヘリコバクター学会 中学生ピロリ菌検査と除菌治療 自治体向けマニュアル
日本ヘリコバクター学会作成（2022 年 7 月 27 日）
●胃がん予防を目的とした中学生ピロリ菌検査は多くの自治体で独自に実施される
ように なっている。2019 年に我々が実施した調査では約 80 の自治体（佐賀県
を含む）で中学生ピ ロリ菌検査を実施しており、対象人数は約 5 万人である。先
述のように、多くはピロリ菌感 染があっても無症状であるため、検査をしなければ感染
の有無を知ることができない。すな わち、胃にピロリ菌が感染して慢性炎症が続き、
胃がんが発症してようやくピロリ菌の感染 を知るケースは少なくない。胃がん予防のた
めには感染 期間が短いうちに除菌する方が良いことは明白である。
しかし、年少児では除菌治療をして も再感染するリスクが高いこと（Rowland M 
et al. Gastroenterology.1999;117:336-341）や、 内服が困難だったり、
体格に応じた薬物量の調節、除菌治療の経験が少ないため安全性など の懸念が
あり、大人と同じ検査法や治療法が可能な中学生を対象とするのが適切であると
思われる。なお、中学生ピロリ菌検診と除菌治療の経済効果が報告されている。
（Akamatsu T et al. J Gastroenterol. 2011;46:1353-1360）
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検査から治療までの流れ
尿中ピロリ抗体検査

判定 対がん協会
陽性者 陰性者

便中ピロリ抗原 終了文書
陽性 陰性

内視鏡検査（医師会で）

内視鏡検査および除菌治療依頼
医師会に紹介状 対がん協会で作成

検査から治療までの流れ
尿中ピロリ抗体検査

判定 対がん協会
陽性者 陰性者

便中ピロリ抗原 終了文書
陽性 陰性

内視鏡検査（すこや館で
経鼻内視鏡）対がん協会

除菌治療依頼 医師会に紹介状
対がん協会で作成
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●ピロリ菌の便中抗原の検査を花巻市で2015年から7年間施行し 20歳の

ピロリ菌の保有率を検討

● Fujisawaらの報告では 2014年20歳以下は10％以下であるが近年

低下傾向である。

●岩手県の20歳のピロリ菌保有率は2.8％から6.9％ で、近年は低下傾向

にあった。

●岩手県でも ピロリ菌未感染者が増加していくことを意味し、ピロリ菌の

保有率は時代とともに減少する。

● 20歳でも ピロリ菌感染者がいるため、これからは より若い年齢でも

除菌治療をすべき ある一定数がおり、

● 20歳の新成人検診などで、拾い上げをして 受診勧奨を!!
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85歳以上の胃がん検診成績（2019～2021）
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85歳未満と85歳以上の受診数と発見癌数2019-2021

Χ2検定の結果 有意差なし（ p = 0.456)

85歳未満と85歳以上の早期がん、進行がん数

85歳未満 85歳以上 計

早期 179 18 197

進行 89 12 101

計 268 30 298

85歳未満 85歳以上 計

非がん 243576 5731 249307

発見がん 268 30 298

計 243844 5761 249605

Χ2検定の結果 有意差あり（ p<0.0001)2019年からの3年間の岩手県地域胃がん検診

85歳以上では胃がん発見率が85歳未満と比較して 有意（P＞0.001）に高い

早期胃がんの発見率には有意差なし
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結論

●COVID19の影響で 岩手県対がん協会の胃がん検診も 盛岡市の内視鏡よる胃がん検

診も10％以上受診者減少し、このままではがん検診の習慣が無くなる危険あり。

●地域胃がん検診では有意な減少をしていた。さらに、受診者の減少で 岩手県対がん協会

の検診の収支もマイナスとなった。 しかし

岩手県対がん協会では 今年はがん検診に費用は「値上げしておりません」

●岩手県は広い県土で65歳以上の就労者が多く、がんの検診の対象者であり、高齢者を検

診から除外することや 一律に内視鏡検診することは困難であり、バリウムのよる検診の継続が必

要と考える。

●85歳以上では胃がん発見率が0.6％と85歳未満（0.1％）より有意に高かった。

●受診者 従事者 ともに感染対策をしながら 安心 安全の検診を行いたい
●胃がん一次予防として中学生のピロリ菌検査と除菌治療が日本で始まっている
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岩手県対がん協会
にご相談ください !!

がん検診
私にできる

がん対策
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ご清聴ありがとうございました
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